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第２章第２章第２章第２章        テスト信号解説テスト信号解説テスト信号解説テスト信号解説‘

2-1  2-1  2-1  2-1  はじめにはじめにはじめにはじめに

  複合カラー信号は、ルミナンス成分とクロマ成分により
構成されています。これらの、それぞれの振輻と位相とに
より、映像信号の明るさの情報と色の情報とが伝送されま
す。映像信号が忠実に伝送されているかどうかは、テレビ
受像機上に現われた画質により、主観的に評価できます。
しかし、伝送系における歪を軽減するためには、テスト信
号を使用して、定量的な測定によらなければなりません。
将来の伝送回路の自動化計測を考えるとき、このことは一
層重要になってきます。
  テレビジョン・テスト信号としては、使用目的に応じて
多数考えられていますが、主なものに次のようなものがあ
ります。
    1．カラー・バー
    2．SMPTE カラー・バー
    3．変調階段波
    4．FCC マルチバースト、マルチバースト l00
    5．sin2 パルス＆バー
    6．マルチパルス 70, 100
    7．変調ペデスタル
    8．VIR 信号
    9．sinx/x
   10．FCC コンポジット
   11．NTC7 コンポジット
   12．NTC7 コンビネーション
   13．レッド・フィールド
  これらの多くは、日常における歪の簡単なチェック用と
して使われます。また、数種のテスト信号を組合せた VITS
（Vertical Interval Test Signal）信号は、テレビジョン・
プログラムの中継並びに、オンエア中における伝送回路の
特性チェックの有効な手段として使われます。
  以下では、これらのテスト信号の詳細、目的を述べてい
ます。

2-2  2-2  2-2  2-2  カラーカラーカラーカラー・バー・バー・バー・バー

  カラー・バーは色情報を構成する飽和度と、色相が正し
く伝送するかどうかを簡単にチェック、測定する有効な手
段として使用されます。
  通常、輝度順とよばれるカラー・バーでは、基準となる
6 色の R、G、B 三原色マトリクスは、次のように構成され
ています。
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              図 1  カラー・バー

  各色における輝度 Y は、次のような R、G、B マトリクス
で表わされます。
    Y＝0.3R＋0.59G＋0.11B
  色信号は、I、Q 信号を用いる場合と、R－Y、B‐Y（色差
信号）を用いる場合とがありますが、色差信号の場合を例
にとりますと、次のような式で表わされます。
    R－Y＝0.7R－0.59G－0.11B
    B－Y＝－0.3R－0.59G＋0.89B
これら R－Y 信号、B－Y 信号のベクトル和、実際には伝送
の関係から各色差信号に、振幅減少係数をかけたもののベ

クトル和が搬送色信号Ec
•
となります。そしてその振幅は次

式で表わされます。

    Ec
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さらに、搬送色信号Ec
•
は輝度信号と加算されるので Y±

Ec
•
として表わされます。また、搬送色信号の色相は、

－(B-Y)軸上の力ラー・バースト信号に対する位相によって
決められます。
  以上のようにして求められた色信号ベクトルは図 2 のよ
うになります。
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図 2

2-3  SMPTE2-3  SMPTE2-3  SMPTE2-3  SMPTE カラーカラーカラーカラー・バー・バー・バー・バー

2-3-1.  EIA2-3-1.  EIA2-3-1.  EIA2-3-1.  EIA カラーカラーカラーカラー・バー部分・バー部分・バー部分・バー部分
  EIA カラー・バー部分は、RS-l89-A 規格のカラー・バー
部分で構成され、77IRE グレー・リファレンス・フラグお
よび輝度順に並んだ 6 つの原色ならびに混合色のバーから
成ります。振幅は各色の飽和ルミナンス・レベルの 75％に
相当します。図 3を参照して下さい。

図3  EIA カラー・バー部分

2-3-2.  2-3-2.  2-3-2.  2-3-2.  反転ブルー反転ブルー反転ブルー反転ブルー・バー・バー・バー・バー
  このテスト信号は、バースト直後の 15.1IRE ペデスタル
上のブルー・クロミナンス、7.5IRE（黒レベル）ペデスタ
ル、35.9IRE ペデスタル上の 63IRE（p-p）マゼンタ・クロ
ミナンス、7.5IRE 非変調ペデスタル、56.1IRE ペデスタル
上の 88.2IRE（p-p）シアン・クロミナンス、7.5IRE 非変調
ペデスタル、およびラインの残りの部分の 77IRE ペデスタ
ルで構成されます（図 4参照）。

図4  ブルー・バー

  EIA カラー・バー信号では、7本のバーのうち、4本のバ
ー（青、マゼンタ、シアン、白）に青クロミナンス信号が
含まれます。反転ブルー・バー信号は青クロミナンス信号
を含まないバーの部分を黒レベルとし、青クロミナンス信
号を含んだバーを EIA カラー・バー信号と同色、同振幅に
してライン全体を逆の順序で配列したものです。

2-3-3.  IYQB2-3-3.  IYQB2-3-3.  IYQB2-3-3.  IYQB
  IYQB テスト信号は、バースト直後の 7.5IRE ペデスタル
（－I位相の 40IRE クロミナンス）、100IRE ペデスタル、
7.5IRE ペデスタル（Q 位相の 40IRE クロミナンス）、およ
び黒リファレンス（3.5IRE、7.5IRE、l1.5IRE ペデスタル、
それぞれ 2μs）で構成されます（図 5参照）。

図5  IYQB

  このテスト信号は通常、EIA カラー・バー信号において、
スプリット・フィールドにして用いられ、力ラー・ピクチ
ャ・モニタの輝度調整に使われます。黒リファレンスは、
黒より黒い部分（3.5IRE）、黒の部分（7.5IRE）、黒より
わずかに薄い黒の部分（11.5IRE）で構成されます。ピクチ
ャ・モニタの輝度調整においては、黒のバーと黒より黒い
バーの見分けがつかないようにするとともに、黒より薄い
黒のバーはほんのわずかに明るくします。このときモニタ
のコントラストは通常の設定とします。
  IYQB テスト信号の「－I」および「Q」リファレンス変調
部分は、デコーダとエンコーダの調整に使用します。
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2-3-4.  SMPTE2-3-4.  SMPTE2-3-4.  SMPTE2-3-4.  SMPTE カラーカラーカラーカラー・バー・バー・バー・バー
  このスプリット・フィールド信号は、フィールドの最初
の2/3のEIAカラー・バー信号、つぎの1/12の反転ブルー・
バー信号、残りの 1/4 の IYQB 信号で構成されています。
  SMPTE バー信号は、カラー・ピクチャ・モニタのヒュー、
クロマ、ブライトネスの各レベルを調整するのに用います。
クロマとヒューの調整は、まずブルー・オンリ・モードに
してクロマつまみを調整して外側の 2 本のブルー・バーの
上下の輝度を同一にします。つぎにヒューつまみを調整し
て内側の 2 本のブルー・バーの上下の輝度を同一にします
（図 7参照）。ブライトネスの調整には、ブルー・オンリ・
モードからノーマル・モードに戻します（2－3－3 参照）。

図6  SMPTE カラー・バー

図７  SMPTE バー信号によるヒューおよびクロマの調整（赤・緑のモニタ・
スクリーンはオフ）

2-4  2-4  2-4  2-4  変調段階波変調段階波変調段階波変調段階波

2-4-1.  2-4-1.  2-4-1.  2-4-1.  変調変調変調変調 5555 ステップステップステップステップ
  変調 5 ステップ信号は、5 つの 20IRE ルミナンス・ステ
ップ（40IRE(p-p) クロミナンスで変調）で構成されます。
クロミナンス位相はバースト同相で 180°です（図 8参照）。

図8  変調 5ステップ

  この信号で微分利得、位相を測定できます。微分利得は
波形モニタ上でルミナンス信号部分をフィルタによって取
り除き、残ったクロミナンス信号成分を測定します。この
測定方法については 2－4－2 を参照して下さい。
  この信号を使用した微分利得および微分位相の測定はベ
クトルスコープを用いて行うことができます。

2-4-2.  2-4-2.  2-4-2.  2-4-2.  変調変調変調変調 10101010 ステップステップステップステップ
  変調 10 ステップ・テスト信号は振幅の順に並んだ 10 個
のルミナンス・ステップ（各 l0IRE）信号と、40IREp-p の
クロミナンス信号（位相180°）で構成されます。ルミナン
ス・ステップの範囲は 10IRE～100IRE です。40IREp-p のク
ロミナンス信号（位相180°）は、バースト直後のブランキ
ング・レベル・ペデスタル上にも乗っています（図 9参照）

図9  変調 10 ステップ
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写真 1  変調 10 ステップのクロミナンス信号成分（図では微分
利得が観測される）。

  変調 10 ステップ信号による微分利得の測定は、波形モニ
タを用い、ルミナンス信号成分をフィルタにより取り除き、
残ったクロミナンス信号成分を観測することにより行いま
す（写真 1 参照）。コンポジット信号中のクロミナンス信
号は波形モニタ内蔵の（あるいは外部の）3.5MHz バンド・
パス・フィルタを通して観測します。まずクロミナンス信
号のピーク振幅が 100IRE になるように調整します。つぎに
IEEE 勧告の計算方式（C 方式）の計算式により微分利得歪
を計算します。
    微分利得＝（100－a）％
  ここで、a は最小クロミナンス信号振幅（IRE 単位ピー
ク）を示します。理想的なビデオ・システムの微分利得は
0％となります。
  変調 10 ステップ信号を使用した微分利得および微分位
相の測定は、ベクトルスコープによって行うこともできま
す。

2-4-3.  2-4-3.  2-4-3.  2-4-3.  変調ランプ変調ランプ変調ランプ変調ランプ
  変調ランプ信号は、バースト直後のルミナンス・ランプ
で構成されます。ルミナンス・レベルは 0IRE（ブランキン
グ・レベル）から 80 あるいは 100IRE で、40IREp-p クロミ
ナンス信号で変調されています（図 10 参照）。

図10  変調ランプ 80IRE

  変調ランプ信号は、主として微分利得歪の検出に使用さ
れます。波形モニタを「BANDPASS」に設定し 3.58MHz サブ
キャリアのみを観測します。このときすべてのサブキャリ
ア成分の振幅が、40IRE であれば理想的です。もし信号に
微分利得歪が生じていると、サブキャリアの振幅は、
40IREp-p と異ったものになります。微分利得歪の算出方法
については、2－4－2 を参照して下さい。微分利得の測定
では、変調ランプ信号によればルミナンス信号の振幅範囲
全体にわたって微分利得を連続的に表示できるので、変調
l0 ステップ信号による方法よりもすぐれています。
  微分利得および微分位相は、変調ランプを使用するとベ
クトルスコープにより、正確に測定できます。
  80 および l00IRE 変調ランプ信号は、別々の目的のテス
ト信号として用いられます。コンポジット・ビデオの通常
動作範囲のみをテストする場合には、80IRE 信号を用いま
す。このルミナンス・レベル以上の微分利得および微分位
相歪は、通常の TV 画質にはあまり影響を与えません。スタ
ジオ系においてコンポジット信号の全動作範囲をテストす
る場合には l00IRE 変調ランプを使用します。この信号のク
ロミナンス・ピークは l20IRE（コンポジット信号の最大許
容振幅）になります。

2-5  FCC2-5  FCC2-5  FCC2-5  FCC マルチバースト、マルチバーストマルチバースト、マルチバーストマルチバースト、マルチバーストマルチバースト、マルチバースト 100100100100

  FCC73.699 規則の FCC マルチバースト信号は、バースト
直後のl00IREペデスタルおよび40IREペデスタルに乗った
6個の 60IREp-p バースト・パケットから成ります。パケッ
トの周波数は、0.5～4.1MHz です（図 ll 参照）。マルチバ
ースト l00 信号は FCC マルチバースト信号と似ていますが、
バーストが l00IREp-p で 50IRE のペデスタルに乗っている
点が異ります。

図11  FCC マルチバースト
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  マルチバーストを使用することにより、ビデオ・システ
ムのおよその周波数待性を、簡単に求めることができます。
すなわち、ビデオ・システムを通ったマルチバースト信号
を波形モニタに入力し、パケット周波数における減衰を測
定します。一般にサブキャリア周波数 3.58MHz から、ビデ
オ上限周波数 4.1MHz の間でもっとも減衰が生じやすくな
っています。

写真 2  利得／周波数歪の発生を示す FCC マルチバースト

  FCC マルチバーストの最後の 2 つのパケット変調周波数
は、この 2 つの周波数と等しくなっています。マルチバー
スト l00 の周波数は、スタジオ内でのより厳しいテストの
為に、最終パケット変調周波数として 4.1MHz に代えて
4.2MHz を使用しています。低周波数パケット（0.5MHz）は
振幅リファレンスとして使用します。この振幅を基準とし
て周波数パケットの振幅を簡単に求めることができます。
  FCC マルチバーストのルミナンス・レベル及びバースト
の振幅は、オン・エアされるビデオ信号の平均レベルをカ
バーしているため、送信機のテストに適しています。
  マルチバースト l00 信号は、使用されるコンポジット・
ビデオの振幅の全範囲をカバーしています。このため、利
得／周波数歪だけでなく、振幅が関係する非直線歪（たと
えば微分利得歪および微分位相歪）の測定に適し、通常ス
タジオ内でのテスト信号として使用します（プログラム・
ソースに挿入し、送信の直前で検出してスタジオ全システ
ムを通じての特性をモニタできます）。
  ところで、当社の各信号発生器が発生するマルチバース
ト信号では、スイープの平担度と同様に正弦波の高調部分
についても注意が払われています。つまり、各パケットの
立上り、立下りを通常 400ns にすることにより高調波成分
の減衰を図っているわけです。これによりマルチバースト
を使用した周波数測定上の多くの不確実性は解決されると
思われます。

2-6  2-6  2-6  2-6  sin2パルス＆バーパルス＆バーパルス＆バーパルス＆バー

  この信号は、日常調整において伝送系の周波数特性と位
相のずれなどの過渡特性とを簡単にチェックするのに便利
です。

  sin2パルスの半値幅（H.A.D）には、次の三種類があり
ます。
  1/2T パルス H.A.D＝0.0625μs
     T パルス H.A.D＝0.l25μs
    2T パルス H.A.D＝0.250 μs

  通常は、2T パルスが測定によく用いられますが、sin2パ
ルスの周波数に対するエネルギ分布は、それぞれ次のよう
になります。

50％エネルギ 0％エネルギ
  1/2T パルス 8MHz 16MHz
   T パルス 4MHz 8MHz
  2T パルス 2MHz 4MHz

    図 l2

写真 3  利得／周波数歪と群遅延歪を受けた 2Tパルス

        sin2 パルス＆バー信号は、主としてパルス／バー比測
定に使用します。この測定では、まず波形モニタ上でペデ
スタルを 100IRE に調整します。つぎに正極性 2T パルスの
振幅とペデスタルのレベルを比較します。
  パルス振幅が減衰している場合には、高域での位相特性
あるいは利得特性が劣化しています。この原因としては遅
延歪および利得／周波数歪が挙げられます。
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  バー信号は、スメアリングやストリーキングの原因とな
る中域の周波数特性をチェックするのに用います。
  実際に測定する場合、K ファクタ目盛を用いる方法と、
半値幅測定法とがありますが、どちらも定性的なチェック
しかできず正確な測定値を求めるには、他の方法によらな
ければなりません。しかし、どちらの方法も簡単で画質、
つまり伝送係の良否を判定する目安になります。

図13

2-6-1.  2-6-1.  2-6-1.  2-6-1.  変調変調変調変調 12.5T12.5T12.5T12.5T パルスパルスパルスパルス
  1965 年に Peter Wolf は、変調 20T パルスを紹介し、こ
れをカラー・テレビジョン信号の測定に使用することを推
奨しました。このテスト信号は、ルミナンス成分とクロマ
成分の相対的な利得と遅延量の測定に有効で、広く使われ
るようになりました。しかし、その後 NTSC においては、変
調 12.5T パルスの方が 20T に比べ、遅延歪に対し感度のよ
いことが判り変調 12.5T パルスにおき替わってきました。
これは、また、遅延量の計算が簡単になり、テストする垂
直インターバルのパルス間隔も少なくてすみ、他の信号と
の配列が容易になるメリットがあります。
  第 14 図は、変調 12.5T パルスの周波数分布を示したもの
です。
  さて、この信号のベースラインには、ルミナンス成分と
クロマ成分の利得差があるコサイン波、遅延差があるサイ
ン波が現われるようになります。
  この 12.5T パルスによる測定法につきましては 1-4 直線
歪の項目をご参照下さい。

図14

図 15

2-7  2-7  2-7  2-7  マルチパルスマルチパルスマルチパルスマルチパルス 70, 10070, 10070, 10070, 100

  マルチパルス 70（100）信号は，l0IRE（0IRE）ペデスタ
ル上に，つぎの信号が乗っています。すなわち，バースト
直後の 70IRE（l00IRE）振幅リファレンス・フラグ、70IRE
（l00IRE）ピーク振幅の 2T パルス、および 70IRE（l00IRE）
ピーク振幅で周波数の順に並んだ5つのsin2パルスです。
  パルス・パケットの周波数は、FCC マルチバースト信号
の高い方の 5つのパケット周波数（1.25，2.0，3.0，3.58，
4.1MHz）と同じです（図 16 参照）。これらの周波数は、ビ
デオ信号のクロミナンス信号帯域および高域ルミナンス信
号帯域をカバーしています。振幅リファレンス・フラグは
利得歪および位相歪測定のリファレンスとします。

図 16
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  マルチパルス 70 および l00 信号を使用すると、利得／周
波数歪および群遅延歪を測定できます。まず波形モニタ上
の信号を見てパルス・パケットのベース・ラインに歪が存
在するかどうかを調べます。ビデオ・システムの理想的な
特性は周波数特牲がフラットであり、しかも全帯域の位相
特性が直線であることです。この状態はマルチパルス信号
を使用した場合、パルス・パケットのベース・ラインが完
全にフラットであることと、6 つのパルス（2T パルスを含
む）すべてのピーク振幅が等しくなることで表わされます。
しかし、実際のビデオ・システムにおいては、ビデオ信号
のクロミナンス信号から高域ルミナンス信号帯域に歪がよ
く生じます。マルチパルス信号を使用することにより、こ
の範囲の 5 つの周波数における利得歪および遅延歪をテス
トできます。
  マルチパルス 70 および 100 信号は、それぞれ異った範囲
のパルス振幅を持っているので（l0～80IRE および 0～
l00IRE）ビデオ・システムの利得／周波数歪および群遅延
歪を 2 つのレベルについて、評価することができます。ま
ず、小振幅のマルチパルス 70 の場合、平均信号振幅におけ
るビデオ・システムの特牲を測定することができます。一
方、大振幅のマルチパルス l00 では、大信号レベルで利得
歪あるいは遅延歪が生じているかどうかを見ることができ
ます。
  マルチパルス・テスト信号を用いて測定する場合、測定
システムに非直線歪、たとえば微分利得歪および微分位相
歪があってはなりません。これらの歪があると、利得／周
波数歪および遅延歪の読みに誤りが正じます。

2-8  2-8  2-8  2-8  変調ペデスタル変調ペデスタル変調ペデスタル変調ペデスタル

  変調ペデスタル信号は、バースト直後の 50IRE ルミナン
ス・ペデスタル信号およびこのペデスタル上の 3 種の振幅
のクロミナンス信号(20, 40, 80IREp-p)で構成されます。
クロミナンス信号は、すべて 90°の位相です（図 l7 参照）。

図17  変調ペデスタル

  変調ペデスタル信号は、クロミナンス／ルミナンス混変
調の測定に適しています。ビデオ信号にこの歪が生じると
クロミナンス信号の振幅変化によるルミナンス信号レベル
のずれが生じます。波形モニタの周波数特性を「L0WPASS」
に設定して変調ペデスタル信号の全クロミナンス信号を取
り除くと、後にはルミナンス信号のみが観測されます。こ
のとき、全体にフラットな 50IRE ぺデスタル信号が残れば
理想的です。しかし、クロミナンス／ルミナンス混変調が
あると、ペデスタル信号の直線性に偏差が生じます（写真
4参照）。この歪は NTC レポート No.7 に記されている方法
で測定できます。すなわち、低域フィルタを通った信号の
最初のぺデスタルが 50IRE となるように、波形モニタを調
整します。このとき、信号のクロミナンス／ルミナンス／
レベル混変調歪は最大のペデスタル・レベルと最小のペデ
スタル・レベルの差から求められます。
  また変調ペデスタル信号により、クロミナンス非直線利
得歪およびクロミナンス非直線位相歪の測定ができます。

写真 4  変調ペデスタルのフィルタ通過後のルミナンス信号（クロミナンス
       ／ルミナンス混変調が観測される）

  クロミナンス非直線利得歪の測定には波形モニタを使用
します。まず波形モニタの利得を調整して、中央のクロミ
ナンス成分の中心の振幅を 40IRE に合わせます。次に最初
と最後の各クロミナンス成分の振幅を測定します。クロミ
ナンス非直線利得歪はこの測定値と基準振幅（20IRE，また
は 80IRE）との差で表わされます。
  クロミナンス非直線位相歪の測定はベクトルスコープを
使用し、各クロミナンス成分間の相対位相の最大値を求め
ます。



NTSC  テレビジョン・システムの測定  第二章  テスト信号の測定 9

2-9  VIR2-9  VIR2-9  VIR2-9  VIR 信号信号信号信号

  VIRS は FCC73．699 に記載の通り、40IREp-p のクロミナ
ンス信号（バースト信号と同相）によって変調された 70IRE
のペデスタル、50IRE のペデスタルおよび 7.5IRE（黒レベ
ル）のペデスタルで構成されています（図 18 参照）。VIR
信号は通常、手動または自動によるクロミナンス信号の利
得、位相の調整用およびルミナンス・レベルならびにセッ
トアップ・レベル調整用のリファレンス信号として、バー
チカル・インターバルに挿入されます。50IRE ペデスタル
は平均的画像のルミナンス・レベルで、ライン・タイム直
線歪（ペデスタルのチルト）の観測にも用いられます。
7.5IRE ペデスタルのエッジのプリシュートやリンギング
は、利得／周波数歪や群遅延歪を測定するのに用います。

図18  VIRS(バーチカル・インターバル・リファレンス信号）

2-10  SinX/X2-10  SinX/X2-10  SinX/X2-10  SinX/X

  このユニークな信号は、正の 
SinX
X
信号で変調された

24IRE ペデスタル、10IRE ペデスタル、90IRE ペデスタル、

およびラインの残りの部分の負の 
SinX
X
信号で変調され

た 76IRE ペデスタルで構成されます（図 19 参照）。

図l9
SinX

X

  
SinX
X
信号スペクトラム・アナライザを用いて周波数ド

メインで測定するのに使用されています。この信号内の

SinX
X
波形パケットは、15kHz～4.75MHz の帯域内で一様な

密度で並んだ一定レベルのスペクトラム成分をもっていま
す。これはコンポジット・ビデオ信号の周波数帯域よりも
広く、したがって、この信号をビデオ・システムを通して
スペクトラム・アナライザで観測すると、ビデオ・システ
ムの周波数特性が測定できます。

  
SinX
X
信号は、ビデオ・システムの全帯域に一定レベル

のスペクトル成分が存在するので、正常なビデオ・システ
ムの場合にはスペクトラム・アナライザに 4.1MHz（ビデ
オ・バンドの上限）まで平坦な直線が表われ、それ以上の
周波数では次第に下降していきます。システムの高域特性
が劣化している場合、4.1MHz より低い周波数から下降を始
めます。また、ビデオ・システムの正の過渡特性と負の過
渡特性が異なる場合、2 本の曲線が表示されます。そのう

ちの一方は負極性
SinX
X
信号に対する応答特性であり、も

う一方は正極性の
SinX
X
信号に対する応答特性です。

2-11  FCC2-11  FCC2-11  FCC2-11  FCC コンポジットコンポジットコンポジットコンポジット

  これは多目的テスト信号で、FCC73.699 規則に従い、バ
ーストの直後の 5 ステップ階段波、100IRE の 2T sin2パル
ス、100IRE の変調 12.5T sin2パルス（3.58MHz で変調）、
および 100IRE のペデスタルから、構成されます（図 20 参
照）。

図20  FCC コンポジット

  FCC コンポジットは VITS として使用され、数種のビデオ
信号歪の検出および測定ができます。信号の 5 ステップ部
分はベクトルスコープによる微分利得と微分位相の測定に
使用します（2-4-2 を参照して下さい）。2T パルス／バー
は 2-6 で説明したように、利得／周波数歪および群遅延歪
の検出に使用します。12.5T sin2パルスは、クロミナンス
／ルミナンス利得差およびクロミナンス／ルミナンス遅延
歪の測定に使用します。最後のリファレンス・バー（l00IRE
ペデスタル）は、ライン・タイム直線歪のほか、利得／周
波数歪および群遅延歪を検出することができます。
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2-12  NTC72-12  NTC72-12  NTC72-12  NTC7 コンポジットコンポジットコンポジットコンポジット

  このコンビネーション信号は、NTC レポート No.7 の第 3
章に規定されています。この信号はバースト直後の l00IRE
ペデスタル、100IRE2T パルス、100IRE12.5T 変調パルス（バ
ースト周波数、位相 60.8°）、および幅の狭い変調 5ステ
ップ（40IREp‐p クロミナンスを有する）で構成されてい
ます（図 21 参照）。

図21  NTC7 コンポジット

  この信号はNTCで規定された2つの信号のうちのlつで、
NTC レポート No.7 によれば、この信号はつぎの諸項目の測
定に使用されます。
・フィールド・タイム非直線性（フィールド・チルト。波
  形モニタ上でフルフィールドを見ることにより検出）
・ライン・タイム非直線性（ライン・チルト。l00IRE ペデ
  スタルに傾斜が生じる）
・ショート・タイム非直線性（2T パルス／バー比。l00IRE
  ぺデスタル・コーナのオーバーシュ一トあるいはプリシ
  ュ一ト）
・利得／周波数歪（2T パルスの高さ。2－6 参照）
・クロミナンス／ルミナンス利得およびクロミナンス／ル
  ミナンス遅延差（12.5T。3.58MHz 変調パルス使用。）
・微分利得および微分位相（狭い変調 5 ステップ使用。2-
4-1 参照）
  NTC7 コンポジット信号を使用すると、多くの歪を測定で
きるので、VITS として挿入するのに大変適していますが、
いずれも簡易測定の域を出ず、正確な測定を必要とする場
合には、それぞれの歪の測定に適した信号を使用して下さ
い。

2-13  NTC72-13  NTC72-13  NTC72-13  NTC7 コンビネーションコンビネーションコンビネーションコンビネーション

  このコンビネーション・テスト信号については、NTC レ
ポート NO.7 で規定しています。この信号は、バースト直後
の l00IRE（ピーク・ホワイト）ルミナンス・ペデスタル、
50IRE 上にある 6つの周波数のバースト・バケット、およ
び 50IRE 上の 3 レベル・クロミナンスで構成されています
（図 22 参照）。

図22  NTC7 コンビネーション

  NTC7 コンビネーション信号は、利得／周波数歪（マルチ
バースト）、クロミナンス／ルミナンス混変調歪（3 レベ
ル・クロミナンス使用）、およびクロミナンス非直線利得
および非直線位相（3 レベル・クロミナンス信号使用。歪
の測定方法については 2-8 参照）等の測定に使用します。
  NTC7 コンビネーション信号のマルチバースト周波数は、
FCC マルチバースト周波数とは対応していません。すなわ
ち、一番高い周波数のパケットが異なっています。FCC マ
ルチバーストの最高周波数のパケットは 4.1MHz ですが、
NTC7 コンビネーションの方は 4.2MHz となっています。ビ
デオ信号の高域遮断周波数は 4.2MHz ですので、3dB の減衰
（50IRE ピークから約 15IRE 低下）が見込まれます。FCC
コンビネーション信号の 4.1MHz パケットでは、減衰ははる
かに小さくなります。
  NTC7 コンビネーション・テスト信号は、各種の歪測定が
できるので、送信時 VITS として適しています。しかし、よ
り正確に測定するには、各歪測定用の信号を使用して下さ
い。

2-14  2-14  2-14  2-14  レッドレッドレッドレッド・フィールド・フィールド・フィールド・フィールド

  レッド・フィールド信号は 88.2IRE（p-p）の赤のクロミ
ナンス信号で変調された 28.3IRE ペデスタル信号によって、
構成されます（図 23 参照）。

図23  レッド・フィールド
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  人間の目は、カラー・ピクチャ・モニタを見た場合、赤
の画像に生じた静的ノイズに最も敏感に反応します。この
ため赤フィールド信号を用いることにより、画像にあまり
影響しないビデオ・システムの歪でも、カラー・ピクチャ・
モニタ上で見分けることができます。そのためには、レッ
ド・フィールド信号がフルフィールドの少くとも l0％を占
める必要があります。またレッド・フィールド信号で、ピ
クチャ・モニタの色純度を判定することができます。
  レッド・フィールド信号には l00IRE(p-p）の赤のクロミ
ナンス信号で変調された 21.5IRE ペデスタル信号によって
構成されたものもあります（図 24 参照）。
この信号は、VTR のクロミナンス、ノイズ測定に最適です。

図24     レッド・フィールド



NTSC  テレビジョン・システムの測定  第二章  テスト信号の測定 12

付録付録付録付録 1  1  1  1  カラーカラーカラーカラー・フレーム同期と・フレーム同期と・フレーム同期と・フレーム同期と SCHSCHSCHSCH 位相の管理位相の管理位相の管理位相の管理

はじめにはじめにはじめにはじめに
  カラー・フレームを管理する事は、信号の切替え時や VTR
の編集点に発生する水平シフトを無くするために、心要不
可欠です。
  たとえば VTR 編集時、インサート点のカラー・フレーム
と、インサートする画像のそれが一致していないと、水平
シフトが発生します（VTR のキャプスタン・サーボを 2 フ
ィールドで分けると発生します）。また、プロダクション・
スイッチャに入力される信号のカラー・フレームが一致し
ていない時にも同様の事が起こります。
  ここでは、カラー・フレームの管理に重要な SCH 位相と
理想的な同期信号発生器について説明します。

カラーカラーカラーカラー・フレームと・フレームと・フレームと・フレームと SCHSCHSCHSCH 位相の考え方位相の考え方位相の考え方位相の考え方

1-1.  RS-170A1-1.  RS-170A1-1.  RS-170A1-1.  RS-170A 規格と規格と規格と規格と SCHSCHSCHSCH 位相の意義位相の意義位相の意義位相の意義
  NTSC方式では、サブキャリア周波数をl水平期間内に1/2
周期オフセットするように定義しています。したがって、
隣り合うラインのサブキャリア位相は、反転している関係
にあります。また、l フレームは 525 本で構成されている
ため、隣り合うフレームの同一フィールド、同一ラインに
おけるサブキャリア位相も反転した関係にあります。
  このため、NTSC 方式の信号が完全に一巡するためには、
2 フレームを必要とします。RS－l70A 規格では、このよう
にして構成される信号のシーケンスを定義しています（詳
細については、本文をご参照下さい）。
  SCH 位相は、RS‐170A に規定されたタイミングの一つで
すが、もっとも重要な事は、映像システムが NTSC 信号のシ
ーケンスを、守って動作するための基準になるという事で
す。すなわち、多くの映像システムは、同期信号の SCH 位
相から、カラー・フレームを認識し、出力信号の連続性を
確保しながら各種の処理を行っているからです。
  RS‐170A 規格では、SCH 位相は±40°以内にするよう規
定しています。しかしこれは、単一の信号が何らかのプロ
セスを経て出力する形態では、ほとんど意味がありません。
SCH 位相管理が、重要なのは複数の信号系が、切替えられ
一つの信号系として出力される時です。多数の信号を、連
続性を保ちながら出力する事の多いオペレーションでは、
SCH 位相を管理する事が画像の変動要素を取除くためにき
わめて有効であるといえます。

1-21-21-21-2．．．．  SCH  SCH  SCH  SCH 位相と画像の水平シフト位相と画像の水平シフト位相と画像の水平シフト位相と画像の水平シフト
  一般的に信号の切替え時に起こる面像の水平シフトは、
入力信号のカラー・フレームの不一致によって発生すると
考えられています。この時、切替られる二つの信号の SCH
位相は、l80°変化し、l40ns の水平シフトが発生すること
になります。それでは、カラー・フレームの一致している
場合を考えてみます。この時、切替えられる二つの信号は、
RS‐l70A 視格に準拠し SCH 位相は±40°以内とすると、切
替え時の SCH 位相変化は、最悪値で 80°p‐p になり、画像
の水平シフトは 60ns 発生します。この事から、カラー・フ
レームが一致していても、画像の水平シフトは、カラー・

フレームの不一致によるそれの約半分近くにもなり、RS‐
l70A 規格が決して厳し過ぎるものではない事が分かりま
す。したがって、画像の水平シフトを嫌う素材を取扱う場
合は、カラー・フレームの一致は勿論の事、SCH 位相の一
致についても注意を払う必要があります。

1-3.  1-3.  1-3.  1-3.  シンクシンクシンクシンク・ジッタと・ジッタと・ジッタと・ジッタと SCHSCHSCHSCH 位相のドリフト位相のドリフト位相のドリフト位相のドリフト
  シンク・ジッタは、機器の水平同期回路の不安定により
発生し、ほとんどの場合、l フィールド周期でジッタ量が
変化します。
  写真 1 は、シンク・ジッタのある信号の SCH 位相を l750
型で観測したものです。SCH 位相が揺らいでしまい、その
ピーク値は、70°にも違しています。写真 2 は、同じ信号
の SCH 位相が 1 フィールド周期で変化しているところを示
しています。もしこの信号を、基準信号として映像の同期
部分に挿入すると、出力される信号の SCH 位相は、l ライ
ン毎に変化し画像の歪となって現れます。 この信号の場合、
約 0.1％の歪が画像に生じます。

写真 1

写真２
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  このように、シンク・ジッタは画像歪を発生させるだけ
で無く、ジッタ量が多い場合には力ラー・フレームの認識
にも悪影響を及ばします。
  一方、SCH 位相のドリフトも、水平同期回路の同期位相
の安定度に左右されます。一般的にこの安定度は、同期信
号発生がアナログ式のものに問題があるようです。デジタ
ル式の場合は、SCH 位相がドリフトする事はほとんどあり
ません。しかし、デジタル式のものであっても、そのほと
んどの同期回路はアナログ式であり、ここにドリフトが起
これば、外部入力信号のカラー・フレーム認定に誤りを起
こす事があるので注意を要します。
  SCH 位相のドリフトが大きいと、アニメーションやコン
ピュータ・グラフィックスのような、ほぼ同一の画像を長
時間かけて制作するような作業には大きな支障をきたしま
す。また中継車のように機器の電流が常時投入されていな
い事が想定される場合、ドリフトの多い機器は、内部温度
が安定するまで、SCH 位相が大幅に変化する事があるので
注意を要します。

I-4.  SCHI-4.  SCHI-4.  SCHI-4.  SCH 位相管理の留意点位相管理の留意点位相管理の留意点位相管理の留意点
  SCH 位相管理の際、注意を払わなければならないのは、
機器の出力信号が単に SCH 位相が正しいという事だけでな
く、その機器が RS‐l70A 規格に合致した信号をもらった時、
正しくカラー・フレームを認識し出力位相を決定している
かを確認しなければなりません。例えば、デジタル処理を
行う多くの機器は、入力信号、出力信号の他に、リファレ
ンス信号を必要とします．この場合、入力信号、リファレ
ンス信号のカラー・フレームを正確に認識し、それに従っ
て、信号の連続性を損わない、正しい位相関係で、出力信
号が得られる事を確認しなければなりません。
  また、信号を長距離引き回す場合、伝送による信号の劣
化によって SCH 位相が変化する事がある他、フレーム・シ
ンクロナイザによって、SCH 位相が変化する事もあるので
注意を払わなければなりません。その他、種々の影響によ
り SCH 位相は変化しますが、力ラー・フレーム判定を因難
にする程のものでなければそれだけで、SCH 位相管理の効
果があったと考えていただければ幸いです。

2  2  2  2  同期信号発生器の同期信号発生器の同期信号発生器の同期信号発生器の SCHSCHSCHSCH 位相管理位相管理位相管理位相管理

2-12-12-12-1．．．．        ブラックバースト信号ブラックバースト信号ブラックバースト信号ブラックバースト信号
  ブラック・バースト信号で同期をとる事が増え、システ
ムを稼動するリファレンスとして、その重要性は増してき
ています。ブラック・バースト信号では、サブキャリア位
相から、V タイミングまでの全ての情報を持ち、サブキャ
リア位相と H タイミングから、カラー・フレーム情報も規
定しています。スタジオ機器の多くは、ブラック・バース
ト信号から信号処理の駆動タイミングを得ています。した
がって、SCH 位相管理についても、他のどのような機器よ
りも綿密に行う必要があります。
  品質の高い同期信号発生器から得られるブラック・バー
スト信号は、周波数やパルス・タイミング精度が良いのは
もちろんの事、伝送による波形劣化も考慮され、なるべく
不要高周波スペクラムが出ないようになっています。
  RS‐170A 規格では、これらの点について注意点として細

かく規定しています。写真 3 の H シンクとバーストの形に
注目して下さい。シンクは l40ns、バーストは約 350ns に
なるように、立上りが整形されているのが分ります。その
他、RS-170A には規定されていませんが、シンク・ジッタ
が少ない事も RS‐l70A の主旨から考えると重要ですので
留意する必要があります。

写真 3

2-22-22-22-2．．．．  GEN  GEN  GEN  GEN ロック時の同期信号発生ロック時の同期信号発生ロック時の同期信号発生ロック時の同期信号発生
  同期信号発生器は、マスタ・シンク・ゼネレータとして、
フリーランで使用する場合と、外部信号に GEN ロックして
使用される場合とがあります。フリーラン動作の時は、SCH
位相の管理について難しい点はそれほど多くありませんが、
GEN ロック動作させる場合は、同期信号発生器の性能をよ
く調べておく事が大切です。末だ、かなりの同期信号発生
器に、カラー・フレームの認定と、再生同期出力の SCH 位
相に問題の残されている物があり注意が必要です。
  主な注意点としては、外部リファレンス信号の SCH 位相
が、シンク・ジッタやドリフト等によって変化したり、信
号の S/N 低下やレベル変動が起きても、再生同期出力に影
響を及ぼさない事です。一度認定した力ラー・フレームは、
極瑞に SCH 位相が変化しない限り変えない事などがあげら
れます。これらは、いずれも再生同期出力の連続性に係わ
る問題です。その他、CEN ロック開始時におけるカラー・
フレームの識別精度や、その長期安定性も重要です。

2-32-32-32-3．．．．        カラーカラーカラーカラー・フレームの決定・フレームの決定・フレームの決定・フレームの決定
  同期信号発生器を外部信号に GEN ロックして使用する場
合、外部信号から水平同期タイミングとサブキャリア位相
を得るとともに、この 2 つの情報からカラー・フレームの
情報を得ます。再生同期出力の SCH 位相が常に 0°になる
よう設計された同期信号発生器では、外部信号の SCH 位相
から、同期再生するためのカラ一・フレームを決定します．
この場合、一般的には外部信号の SCH 位相が±40°以内に
あれば、適切な力ラー・フレームを決定できるようになっ
ています。したがって、外部信号の SCH 位相が±40°を越
える場合には、力ラー・フレームの判定を誤る可能性があ
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り、100ns 程度の水平シフトを起こす原因になるので、外
部信号の品質には、注意が必要です。
  最近の同期信号発生器では、この点にも考慮を払ったも
のがあり、例えば当社 SPG-170A 型では外部信号の SCH 位相
に依らず、正しいカラー・フレームを認定できるようにな
っています。
  一方、同期信号発生器の中には、再生同期出力の SCH 位
相が外部信号のそれに追従するものがあり、タイミング調
整により出力 SCH 位相が変化するので充分な注意が必要で
す。

2-4.  2-4.  2-4.  2-4.  カラーカラーカラーカラー・フレームの変更・フレームの変更・フレームの変更・フレームの変更
  出力信号の SCH 位相が常に 0°になるよう設計された同
期信号発生器では、外部信号の SCH 位相が変化しカラー・
フレームが反転すると、再生同期出力の力ラー・フレーム
も反転させ、相対的なカラー・フレームが一致するように
してあります。この時、一時的に信号の連続性が失われる
ためシステムに障害を与える事があります。これを防ぐた
め、この種の同期信号発生器では、外部信号の SCH 位相が
90°を越えてカラー・フレームが反転する関係になっても、
すぐにはカラー・フレームを反転させないようにし信号の
連続性を確保します。
  当社の同期信号発生器 SPG-l70A 型では、この力ラー・フ
レームの反転領域において図 2 のような不感領域、ヒステ
リシスを 30°設けてあり、外部信号の SCH 位相が 120°を
越えるとカラー・フレームが反転し、外部信号との相対的
なカラー・フレームが一致するようにしてあります。この
ヒステリシスの設定が悪いと、外部信号の SCH 位相変化に
より、頻雑に信号の連続性が失われシステムに重大な障害
を与えます。

図2  カラー・フレーミング・ディシジョン・アングル

3  3  3  3  同期信号発生器同期信号発生器同期信号発生器同期信号発生器  SPG-170A  SPG-170A  SPG-170A  SPG-170A 型型型型

3-13-13-13-1．．．．  SPG-170A  SPG-170A  SPG-170A  SPG-170A 型の概要型の概要型の概要型の概要
  SPG-170A 型は、RS-170A 規格を満足するように設計され
た、デジタル式の同期信号発生器です。14.3MHZ（fSC ×4）
の基準発振器を使用し、そのクロックで ROM 上のデジタ
ル・データを D／A 変換し高精度の信号出力を得ています。
  GEN ロック部もデジタル式を採用し、外部信号の種々の
タイミングをマイクロプロセッサで処理する事により、高
安定度を持つとともに幅広いアプリケーションに対応でき
る本格的同期信号発生器です。
  SPG-l70A 型は、オプションで ID 付力ラー・バー出力を
迫加できる他、チェンジ・オーバー・ユニット ECO-l70A
型と併用する事により、信号の連続性を損なわずに現用／
予備自動切替えを行う事ができ、より信頼性の高い同期シ
ステムが構築できます。

3-23-23-23-2．．．．        同期信号発生同期信号発生同期信号発生同期信号発生
  SPG-l70A 型のブラック・バースト信号は、RS-170A 規格
に一致した ROM 上の波形データを、14.3MS／s で D／A 変換
する事により得ています。したがって、SCH 位相が 0°であ
るのはもちろんの事、長期間に渡って RS-170A 規格に完全
に一致した出力が得られます。同期信号出力は、9個の BNC
コネクタにより得られ、内部ジャンパの設定によりブラッ
ク・バースト 3 系統、サブキャリア、コンポジット・シン
ク、ブランキング・パルスが各 2 系統出力できるようにな
っています。

3-33-33-33-3．．．．        デジタルデジタルデジタルデジタル GENGENGENGEN ロックロックロックロック
  GEN ロック部は、従来方式と概念も異なるデジタル GEN
ロックと呼ぶ方式を採用し、スレーブ動作における大幅な
安定度の向上を可能としました。
  デジタル GEN ロックは、到来した外部信号をマスタ・オ
シレータと同一クロック 14.3MS／s で A／D 変換し、デジタ
ル化された外部信号のデータを、マイクロプロセッサによ
って演算します。マイクロプロセッサは演算結果から、
14.3MHz のマスタ・オシレータと、波形 ROM の読み出しタ
イミングをコントロールし、外部信号に同期した信号出力
を得ます。
  デジタル CEN ロックの同期プロセスは 2 つに分れていま
す。デジタル GEN ロックではまず最初に、外部信号バース
ト部の A／D 変換されたデータから、サンプル周波数が外

SPG-170A 型  後部パネル
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部信号サブキャリア周波数の 4 倍になるようにします。こ
の状態がアナログ式 GEN ロックのサブキャリア・ロックに
相当します。
  次に、マイクロプロセッサは、シンク・チップとバック・
ポーチの値から、シンクの 50％点の値を求め、A／D 変換器
が正確にシンク・エッジの 50％点をサンプルするように、
サンプル・クロックを調整します。この調整が終了すると、
マイクロプロセッサは、シンク・エッジの 50％点とバース
ト位相の関係を求め外部信号のカラー・フレームを認定し
ます。
  デジタル GEN ロックは、概念的には以上のようなプロセ
スを繰返し行い GEN ロックに必要な情報を得ています。
  デジタル GEN ロックでは、さらにディザ・オフセットを
重畳したり、平均加算処理などを行い、シンク・ジッタの
ある信号や S／N の悪い信号に対しても、正確に GEN ロック
できるようにしてあります。カラー・フレームの認定精度
は極めて高く、SCH 位相が大幅に RS‐170A 規格をはずれて
いても問題ありません。また、力ラー・フレーム・ロック
のヒステリシスは、外部信号の SCH 位相が正確に±120°ま
では、力ラー・フレームを反転させないようになっていま
す。

3-4.  3-4.  3-4.  3-4.  タイミング調整タイミング調整タイミング調整タイミング調整
  SPG‐170A 型では、システム・タイミングの設定は前面
パネルのボタンを押す事により設定します。マイクロプロ
セッサはタイミング設定モードになると、前面パネルから
のデータを演算し信号発生用 ROM の読み出しタイミングと、
D／A コンバータのクロック・タイミングを制御します。
  タイミング設定が終わると、その内容は不揮発性メモリ
に格納されます。不揮発性メモリには、全部で 8 種類のタ
イミング設定を格納でき、後部パネルのリモート・コネク
タより簡単に GEN ロック・タイミングを変更する事ができ
ます。
  タイミング・コントロールは、GEN ロック・タイミング
と、シンク・タイミングとがあり、GEN ロック・タイミン
グでは、外部信号とブラック・バースト信号の関係を調相
します。シンク・タイミングは、調相されたブラック・バ
ースト信号とサブキャリア、コンポジット・シンクなど、
パルスのタイミングを調相します。

3-5.  ECO-170A3-5.  ECO-170A3-5.  ECO-170A3-5.  ECO-170A 型使用の同期システム型使用の同期システム型使用の同期システム型使用の同期システム
  ECO-l70A 型は、現用予備の同期信号切替装置で、SPG-
170A 型 2 台とともに使用します。ECO-170A 型は、同期信号
発生器の各同期信号振幅だけでなく、パルス幅も監視し、
現用機に事故が発生すると、電子式のスイッチで予備器に
切替えるとともに異常を知らせます。
  EC0-l70A 型と、SPG-l70A 型を使用した同期システムの接
続例を図 1に示します。

図1

  図 1 では、2 台の SPG-l70A 型を同期出力を EC0－170A 型
に接続し、現用機のブラック・バースト信号を予備器に接
続します。ECO-170A 型のリモート出力により予備器は現用
機に GEN ロックさせます。
  正常に作動している時、ECO－l70A 型は現用機の信号を
出力し、予備機を GEN ロック状態にさせています。予備器
は現用機に GEN ロックし、現用機と同じタイミングで信号
発生しています。
  もし現用機が異常を起こすと、ECO‐l70A 型は高速の電
子式スイッチで、予備機に信号切替します。この時、EC0-
l70A 型は予備機に CEN ロックを停止させ、内部リファレン
スで作動させるとともにアラームを発生します。
  このようにして、EC0-l70A 型から得られる同期信号出力
は、切替ノイズの非常に少ない連続性が確保されたものが
得られます。
  SPG-l70A 型は単体でも、十分な性能を持っていますが、
EC0-l70A 型と併用する事により、本格的な同期信号システ
ムとなり、さらに高い信頼性を持つ同期信号源になります．

3-6.  TSG-170A3-6.  TSG-170A3-6.  TSG-170A3-6.  TSG-170A 型型型型
  NTSC テスト信号発生器 TSG-l70A 型は、SPG-l70A 型と同
じ同期信号発生機能の他に、スタジオ内でよく使用される
テスト信号を出力できます。チェンジ・オーバー・ユニッ
ト ECO-170A 型とのシステム構成も SPG-170A 型と同様に使
用でき、スタジオ用やポスト・プロダクション用の信号発
生器として便利です。
  テスト信号発生は、l0 ビット・デジタル式を採用し歪み
の少ない高精度のテスト信号が得られます。
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おわりにおわりにおわりにおわりに
  同期信号の管理と当社の同期信号発生器について、説明
してきました。RS-l70A 規格が提示されて以来、その視格
の厳しさばかりがクローズ・アップされ、管理がなおざり
にされている事が末だ存在しますが、NTSC 信号をどんな信
号源からでも連続性を保ちながら得るためには、何らかの
規定が必要な事には変りありません。RS-170A 規格による
信号管理を行う事により、不用意な画像シフトやブランキ
ング幅の拡大を防止する事ができ、効果を上げています。
近年複雑な信号処理が増加し、今後も一層多用されるもの
と考えられます。その時、RS-l70A 規格に合致した信号は、
余分な操作をともなわずに使用する事ができ、切れ目のな
い映像信号の確保に必要不可欠なものとなると思われます。
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付録付録付録付録 2  2  2  2  ステレオステレオステレオステレオ・オーディオ測定・オーディオ測定・オーディオ測定・オーディオ測定

はじめにはじめにはじめにはじめに
  今まで、音声番粗の制作に携わる技術スタッフは、スタ
ジオで、オーディオ・レベルの設定、オーディオ・システ
ムの位相差の測定、音声ミキシング時のエネルギ分布のモ
ニタ、VTR ヘッドの調整等の仕事を行なう過程で、さまざ
まな測定器を用いていました。
  当社 760A 型ステレオ・オーディオ・モニタは、上記の測
定機能を持った低価格でコンパクトなモニタです。

写真 5

760A760A760A760A 型ステレオ型ステレオ型ステレオ型ステレオ・オーディオ・オーディオ・オーディオ・オーディオ・モニタの設定・モニタの設定・モニタの設定・モニタの設定
  入力感度、入力ターミネーション、表示座標は用途に応
じて、内部ジャンパにより自由に選択できます。
  スタジオ内のオーディオ基準レベル（0,＋4,＋8,＋l2,
＋l6dBu）をバーグラフ表示上で 0dB になるような入力感度
に設定でき、入力ターミネーションは、オープン（ブリッ
ジ入力）、150 Ω、600 Ωのいずれかに設定可能です。
  ここでの 760A 型管面の写真は、音声ステージ表示座標と
なっています。この座標の特徴は、普通のオシロスコープ
による X－Y 表示座標と比較して、左右のチャンネル表示が
より自然な形で表示ができることです。また、測定内容に
より X－Y 表示座標に簡単に変更できます。
  760A 型は、工場出荷時は＋8dBu、オープン（ブリッジ入
力）、音声ステージ表示座標に設定されています。

レベルの設定レベルの設定レベルの設定レベルの設定
  スタジオ内の基準レベル信号を、オーディオ・システム
または被測定機器の入力として使用します。オーディオ・
システムの出力を 760A 型の左右のオーディオ入力に接続
します。
  760A 型の EXPAND SCALE のボタンを押し、基準としてバ
ーの－8dB 付近の分解能を 4 倍上げます。そして、システ
ム・ゲインを－8dB 表示になるように調整します。
  一度オーディオ・システムの左右チャンネル・レベルを
正確に設定すると、一連の他の測定も再調整することなく
行えます。

システム位相差の測定システム位相差の測定システム位相差の測定システム位相差の測定
  位相差は、オーディオの品質に大きく影響します。760
型は、システム位相差を明確に表示し、定量化することが
できます。
  まず最初に、前述のような手順でレベル設定を行い、次
に同一の位相と周波数であることを確認するために、左右
両チャンネルに同一周波数の入力信号を接続します。シス
テムの出力で左右のチャンネルの振幅が同じであり、位相
がシステムの入力と同一であることが重要です。
  760A 型のゲイン・コントロール・ノブで楕円のサイズを
設定します。位相差は楕円表示されるので楕円を目盛上の
位相タンジェント・ライン上に合わせます。
  位相差は、写真 6 の様に 5°ごとに刻まれた小さな目盛
と l0°ごとに刻まれた大きな目盛から読みとれます。この
場合、位栢差は、約 27°あります。写真 7では、位相差は
約 l3°になります。

写真 6

写真 7
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  信号源の出力が一振幅の信号発生器の場合、可聴周波数
の範囲で変化させることで、システムの位相差を完全にチ
ェックすることが可能です。
  また、位相差は、760A 型のバー・レベルからも計算によ
って求めることができます。まず、最初に左右両バー表示
が 0dB であることを確認します。次に dB で SUM と DIFF レ
ベルを 3番目のバーから読みます。この SUM と DIFF のレベ
ルを用いて次の式に代入します。

2 arctan 10
DIFF SUM
20

↑ −























この式の結果がシステムの位相差（単位：°（度））です。

オーディオオーディオオーディオオーディオ・テープ装置の調整・テープ装置の調整・テープ装置の調整・テープ装置の調整
  ヘッド調整を行なう上で 760A 型を使用する操作手頓は、
すべてシステム位相差を測定する場合と同じです。位相差
は、テープ・ユニットのヘッドを調整しながら管面上で確
認できます。VTR のオーディオ・トラックも同様な方法で
調整することが可能です。

エネルギ分布エネルギ分布エネルギ分布エネルギ分布
  760A 型のパターン表示は、再ミキシングでの全エネルギ
の分布状態、たとえばバランスよくミキシングされている
か、一方のチャンネルに片寄っていないかなどを、一目で
確認することができます。
  写真 8、9 はそれぞれ異ったエネルギ分布を示しています。

写真 8

写真９

モノラル放送に対する対応法モノラル放送に対する対応法モノラル放送に対する対応法モノラル放送に対する対応法
  現在あるいは将来において、多くの視聴者がモノラル受
像機を使用し続ける限りモノラル対応可能な音声多重テレ
ビジョンを放送することは、放送局にとっていくつかの技
術的な問題が残ります。760A 型管面の表示と SUM バーによ
り、モノラル受信状態でのオーディオの適合性が判別でき
ます。
  写真 10、l1、l2 はそれぞれ、モノラル受信に適したステ
レオ信号、チャンネル間に相関性がないために多少の打ち
消しを生じたステレオ信号、そして大きな L＝－R（逆位
相）成分のためモノラル受信には不違当なステレオ信号を
表わしています。

写真 10
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写真 11

写真 12

マイクロホンの極性反転観測マイクロホンの極性反転観測マイクロホンの極性反転観測マイクロホンの極性反転観測
  混み合ったスタジオ内でのマルチ・マイクロホンによる
レコーディングは、マイクロホンの極性反転を起こす可能
性が高く、このような問題が生じたときは、760A 型は問題
の発生源をすばやくつきとめるためのツールとして使うこ
とができます。
サイン波をシステムの両チャンネルに入力し、各出力ステ
ージ毎に出力をチェックすることにより極性反転の原因を
的確に見つけ出せます。

クリッピング測定クリッピング測定クリッピング測定クリッピング測定
  今まで述べたこと以外に 760A 型を使用し測定するもの
として、クリッピングの測定があります。クリッピングは、
パターン・エッジの“スクエアリング・オブ”としてパタ
ーン表示上に表われます。写真 l3 は、クリッピングの極端
な場合を示しています。

写真 13

おわりにおわりにおわりにおわりに
        760A 型ステレオ・オーディオ・モニタは、わずかな予算
で良質のステレオ音声番組、レコーディング、放送を可能
なものとすることがお分かりいただけたと思います。
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